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研究成果の概要（和文）：本研究では，英語学習者の学習記録を語彙項目（単語・定型表現）に基づいて記録す
る４技能統合型電子ポートフォリオによる自律・協働ブレンディッドラーニング・フレームワークを構築し，そ
の有用性を検証した。研究期間内にこれまでの研究成果を発展させる機能を追加した。まず，語彙学習モバイル
アプリケーションに定型表現データを搭載し，学習成果をポートフォリオに共有できる機能を開発した。ポート
フォリオでは，学習者の音声データをテキストに変換し，音声，テキストの両方を学習記録として蓄積できる機
能を実現した。また，ポートフォリオでの定型表現学習を可能にするアニメーション教材を開発した。

研究成果の概要（英文）：In this study, I developed　a blended learning framework with an e-portfolio
 that integrates the four language skills and records English learners' learning based on vocabulary
 items (words and formulaic sequences)　to assist English language learners' independent and 
collaborative learning and examined its usefulness. Within the research period, I added several new 
features to the existed e-portfolio system developed in my previous study. First, I redeveloped a 
vocabulary learning mobile application that allows learners to learn formulaic sequences and record 
their learning in the e-portfolio system. I also realized a function that converts the learner's 
speech data into text and allows both voice and text to be saved as learning records on the 
e-portfolio. In addition, I developed animated video materials that enables learners to learn the 
formulaic sequences on their e-portfolio.

研究分野：外国語教育
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研究成果の学術的意義や社会的意義
外国語学習環境における第二言語習得では目標言語によるインプット，インタラクションの量的・質的不足を補
うためにも，学習者が自律，継続的に学習することが求められる。こうした背景から，単語ベースで学習記録を
蓄積し，その自律継続的な学習を支援する電子ポートフォリオの開発と研究は重要である。本研究では，英語学
習者の学習記録を単語，および定型表現の語彙項目に基づいて記録する電子ポートフォリオと個人に最適な学習
項目を提示するコンピュータ適応型学習を実現するモバイルアプリケーションを統合し，英語学習者とその支援
者（教師）に長期的な学習支援方法を提供する協働ブレンディッドラーニング・フレームワークを構築した。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



 

 

様 式 Ｆ－１９－１ 
 
 
１．研究開始当初の背景 
 
外国語学習環境における第二言語習得では目標言語によるインプット，インタラクションの量
的・質的不足を補うためにも，学習者が自律，継続的に学習することが求められる。研究代表者
はこうした背景から，単語ベースで学習記録を蓄積し，その自律継続的な学習支援する電子ポー
トフォリオの開発と研究を行ってきた。 
 
語彙学習は外国語学習の中核を成すものと認知されて久しいが，学習すべき語彙は単語に留ま
らず，定型表現 (formulaic sequence)を含むべきものであると考えられている。定型表現とは，
言語使用時にまとまりとして使用される複数語彙項目であり，書き言葉，話し言葉とも大きな割
合を占める。一方，第二言語学習者が適切な定型表現知識を得るのには時間がかかり，学習対象
と気づくのも困難とされている。そのため，本研究で開発するシステムでは，学習者の活動によ
る自然な産出言語を定型表現ベースでも電子ポートフォリオに蓄積し，予め搭載されているシ
ステムの辞書情報と照合することで個人に最適な学習項目を提示することを目指した。 
 
本研究では，教室における対面の授業と eラーニングを教育の目的に応じて組み合わせるブレ
ンディッドラーニングを可能にする外国語学習支援フレームワークを開発する。外国語学習に
おいては自律継続的な取り組みが求められるが，学習者の自律を目指す上で鍵となるのは教室
場面での協働学習であり，英語教育においても ICT を活用した協働学習が推進されている。本
研究では，遠隔地の教室の学習者間のオンライン協働学習と各教室における対面授業を結ぶブ
レンディッドラーニング・フレームワークとして実現し，電子ポートフォリオとモバイルアプリ
ケーションの学習記録の蓄積により，縦断的にその過程を追うことでブレンディッドラーニン
グと学習者の協働的学習，自律的学習との関係性についても検討することとした。学習者の自律
には，動機づけ，学習方略，学習内容の３要素が重要であると指摘されているが，開発するシス
テムでは，最も重要な学習内容を学習項目プールとして用意，ウェブとアプリによる学習方略使
用を支援し，協働学習によって動機づけを高めることを狙いとした。 
研究代表者がこれまで開発した電子ポートフォリオは単語ベースで学習記録を蓄積してきた。
学習記録は，(1)電子ポートフォリオ上での学習者のライティング活動による言語産出に基づく
もの，(2)学習者が学習項目として意図的に登録するもの，(3)モバイルアプリケーション上での
学習記録を統合している。本研究課題では，定型表現ベースで記録する機能，音声認識機能を活
用して自然な言語産出による学習記録を蓄積する機能を付与することとした。ヨーロッパ共通
言語参照枠（CEFR）を用いた言語技能の評価は日本でも盛んに行われているが，その裏付けと
なる「言語学習パスポート」や「言語知識を含んだ学習ポートフォリオ」を使用した学習支援例
は数が少ない。本研究では学習者の言語知識や技能を言語ベース（単語，定型表現，筆記産出言
語，音声産出言語）で記録することで学習初期段階から大学生，社会人として英語を使用するま
での長期にわたる言語学習記録を真のポートフォリオとして蓄積，評価，活用することができる。
さらに，開発するフレームワークでは，電子ポートフォリオ，モバイルアプリケーションともに
学習者個人の学習記録とシステム内の辞書を照合することで，適切な学習目標語彙（単語・定型
表現）と教材（例文・音声等）を提示し，学習支援を可能にすることを目指した。 
 
 
２．研究の目的 
 
本研究は，英語学習者の自律学習，協働学習の実現のため，次の目的を設定した。 (1) 学習記
録を語彙項目（定型表現・単語）に基づいて記録する４技能統合型電子ポートフォリオ，および 
(2) 電子ポートフォリオと連携して個人に最適な学習項目を提示するコンピュータ適応型学習
を実現するモバイルアプリケーションを統合，(3) 英語学習者とその支援者に長期的な学習支援
方法を提供する協働ブレンディッドラーニング・フレームワークを構築する。(4)構築した英語
自律・協働学習支援フレームワークの有用性を検証する。 
  



 

 

３．研究の方法 
 
2019 年度にはモバイルアプリケーションに定型表現データを搭載し，単語に加えて定型表現を
学習できるようシステムの改修を行った（図 1）。また，モバイルアプリケーションで学習した
定型表現データが電子ポートフォリオの学習記録と統合されるよう電子ポートフォリオのシス
テム改修を行った。モバイルアプリケーション（DoraCAT フレーズモジュール）では，複数語句
で意味のまとまりを持つ語彙項目（フレーズ）を提示し，学習者が知識の有無を判断，解答を送
信する。送信された解答に基づき，システムでは難易度を調整し，次の語彙項目を提示し，計 15
項目により，学習者のフレーズ知識レベルを実用英語技能検定®の級レベルで判定する。学習者
は判定結果に応じて，学習する語彙項目を選択する。また，システムでは判定された知識レベル
に基づき，他に学習すべき語彙項目を提案し，学習者は学習するかどうかを判断する。学習者の
判断により，学習対象となった項目は，意味と言語形式を一致させるテスト，英文空所補充テス
トにより学習される。また，学習者による再学習を可能にするため，学習済みの項目は知識レベ
ル，学習日順のいずれかで一覧表示される。完了した語彙項目は，電子ポートフォリオシステム
（Lexinote）に蓄積され，電子ポートフォリオシステムの学習履歴と統合されるようにした。 
 

図1 DoraCATダッシュボードと語句レベル診断テスト 

  

ダッシュボード 語句レベル診断テスト 
 
 
2020 年度は，電子ポートフォリオ上において前年度より改修を継続していた，学習者の音声デ
ータをテキストに変換し学習記録として蓄積できるスピーキングモジュールを実現した（図 2）。
スピーキングモジュールでは，学習者は課題の指示に従って発声，その音声は自動録音される。
同時に，音声は音声認識技術を用いたシステムによりテキストに変換される。学習者は，録音後
に変換されたテキストを確認し，適切にテキスト化されない部分があれば，それを編集し，シス
テムに送信する。システムは学習者の音声ファイル，テキストデータを保持し，使用した語彙項
目はポートフォリオの学習記録として蓄積される。本モジュールは授業のスピーキング課題，ス
ピーキングテストとして２通りの活用が可能である。2021 年度は，プレゼンテーション技術を
学ぶ大学生英語学習者を対象に，スピーキングモジュールを用いた電子ポートフォリオによる
授業活動を行い，システムやスピーキングモジュールの学習有用性に関する調査を行った。調査
の結果，学習記録の蓄積，音声認識技術による学習の有用性を認知することが明らかとなった。 

 

  



 

 

図 2 Lexinote スピーキングモジュール画面 

 

 
2022 年度は，電子ポートフォリオシステムと同期して定型表現を学ぶアニメーション教材を作
成し，大学生英語学習者を対象としてシステムを使用した実証研究を行った（図 3）。アニメー
ション教材は，学生が英語圏での留学生として体験する様々な場面を取り上げ，口語の定型表現
を学べるよう設計された。調査の結果，学習者は，アニメーション教材で学んだ定型表現のうち，
比較的容易なものを繰り返し使用することが確認された。 
 
図 3 アニメーション教材を用いた電子ポートフォリオによる学習 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  



 

 

４．研究成果 
 
2020 年度には，2019 年度に実現したモバイルアプリによる定型学習モジュールについて報告
する論文を執筆，成果を報告した。2020 年度に開発した音声認識技術(STT)を用いた機能により，
学習者の音声データ，音声データをテキスト化したデータ，学習者自身がテキストを修正したデ
ータの 3 種類でシステム内に保持できるようになった。ライティング，スピーキングの産出デー
タを同時に保持する機能は，他の学習システムには見られない本研究で開発したシステムの特
徴である。2021 年度に行った音声認識技術を用いた電子ポートフォリオによる学習の実証研究
は，高等教育機関における言語教育での電子ポートフォリオ活用を特集する書籍の章として投
稿し，採択された（2023 年度発行予定）。2022 年度に行った大学生英語学習者を対象として行っ
た実証研究の成果は 2023 年 1 月の国際学会（IICE2023）で発表し，論文を執筆中である。2023
年 3 月には国内，英語語彙学習研究者２名を招き，招待講演，ワークショップ，本研究成果報告
によるフォーラムを開催した。本研究で開発したシステムは新たな開発環境を用いて再開発し
た後に，中高大の教育機関を縦断して学習支援を展開するフレームワークとして応用される予
定である。 
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